

















































Occupational Stressor and Coping that Related
to Psychological Stress Reaction of Fire Fighting Staff
横 山 さつき
Satsuki YOKOYAMA
消防職員の職場ストレッサー､ コーピング､ 心理的ストレス反応の関連性を明らかにし､ 職場ストレッサーに対してど
のような対処方略を実施すれば職場適応が促進されるのかを心理学的ストレス研究モデルに基づき検討することを目的と
して､ 某市消防本部に所属する   名の男性消防職員を対象として､      を用いた無記名自記式質問紙調査を実施し
た｡ 結果､ 積極的問題解決型のコーピングが心理的ストレス反応を低減する可能性をもち､ 逆に､ 逃避・回避型のコーピ
ングがストレス反応を増強させる危険性をもつことが推測された｡ そして､ 仕事の ｢質的負荷｣ が心理的ストレス反応に
最も影響を与えていることが明らかになった｡ したがって､ 消防職員の職場適応の促進のためには､ 積極的問題解決行動
によるコーピングを行使できる個人の能力の養成と､ 仕事の ｢質的負荷｣ の低減に焦点を当てた組織的対策が必要である｡





























































を鑑み､ ①日勤管理職員､ ②その他の日勤事務職員 (総
室員・予防室員・消防室員・救急室員など､ 消防業務の
中枢的な部署に就く職員｡ 以降､ 日勤事務職員と称す)､
③救急救命士､ ④救急救命士を除く救急隊員 (以降､ 救






















的負荷｣､ ｢部下への責任｣ の 下位尺度  項目､ 心理的
ストレス反応尺度は､ ｢憂うつ感｣､ ｢イライラ感｣､ ｢身
体不調感｣､ ｢緊張感｣､ ｢疲労感｣ の 下位尺度  項目
で構成され､  件法による回答により､ 職場ストレッサー､
もしくは､ 心理的ストレス反応の高い順に 点～ 点で






























































































(   名) と過半数を占め､   歳代  ％ (  名)､   歳代
   ％ (  名)､   歳代   ％ (  名) であった｡ 婚姻
状況としては､    ％ (   名) が既婚者であった｡ 高
い裁量権や命令権を持つ消防司令以上の階級にある者が
   ％ (  名)､ 消防司令補までの階級にある者が   
％ (   名) を占めた｡ 職務別の人員数は警防隊員が最














｢量的負荷｣ (    ±   ) や ｢部下に対する責任｣ (   








  )､ ｢緊張感｣ (    ±   )､ ｢憂うつ感｣ (    ±  
 ) の下位尺度得点の平均値が偏差値  を超え､ 中でも
｢緊張感｣ の平均値が最も高く､ ｢イライラ感｣ (    ±























｢量的負荷｣､ ｢部下に対する責任｣ と､ 心理的ストレス
反応の下位尺度因子である ｢疲労感｣､ ｢緊張感｣､ ｢憂う








事の ｢質的負荷｣ を有意に強く受けていた (表 )｡
さらに､   歳代はその他全ての年齢階層に比べ ｢疲労







と ｢部下に対する責任｣ において有意差が認められ､ 消
防司令補までの階級の職員は消防司令以上に比べ､ 仕事















ピングの下位尺度因子である ｢問題解決｣､ ｢相談｣､ 心
理的ストレス反応の下位尺度因子である ｢疲労感｣､ ｢緊

























そして､ 救急救命士は､ 指令室員に比べ ｢疲労感｣､ 日
勤事務職員に比べ ｢緊張感｣､ 警防隊員に比べ ｢憂うつ
感｣ の自覚の程度が有意に低かった (表 )｡













おいて､ ｢憂うつ感｣ と ｢質的負荷｣ の間にかなり強い
有意な正の相関が､ ｢疲労感｣､ ｢イライラ感｣､ ｢緊張感｣
と ｢質的負荷｣ の間､ そして ｢疲労感｣､ ｢緊張感｣､ ｢憂


















の下位尺度である① ｢質的負荷｣､ ② ｢量的負荷｣､ コー














群｣ は ｢高質的負荷‐低量的負荷群｣ に比べ､ ｢問題解
決｣ による対処方略を有意に多用していた｡ また､ ｢低
質的負荷‐高量的負荷群｣ は ｢低質的負荷‐低量的負荷
群｣､ ｢高質的負荷‐低量的負荷群｣ に比べ､ ｢高質的負
荷‐高量的負荷群｣ は ｢高質的負荷‐低量的負荷群｣ に
比べ､ ｢相談｣ による対処方略を有意に多用していた｡
さらに､ ｢高質的負荷‐低量的負荷群｣ と ｢高質的負荷



























１. 消防職員の職場ストレッサー､ コーピング､ 心理的
ストレス反応の特徴について
消防職員は､ 仕事の ｢質的負荷｣ を強く受け､ その職
場ストレッサーに対して ｢問題放置｣ によるコーピング

























  歳代の消防職員は､ ｢質的負荷｣､ ｢量的負荷｣ の両
者によるストレス刺激を強く受け､ ｢疲労感｣ や ｢緊張





















ストレス刺激を強く受けている｡ しかし､ 仕事の ｢質的



















も受けておらず､ ｢身体不調感｣ を始めとして ｢疲労感｣､















る新たな任務の遂行は､ 仕事の ｢質的負荷｣ の高まりに
繋がる｡ したがって､ 唯一職務転換のない救急救命士は､
継続的にスキルを磨くことのできる職務環境下にあるた


























また､ 島津ら (    ) は､ 企業従業員を対象とした調
査によって､ ｢量的負荷｣ を自覚した状況では､ 積極的
な行動や認知によるコーピング方略が多く使用されるの
に対して､ ｢質的負荷｣ を自覚した状況では､ 回避的な
行動や認知による方略が多く使用されることを明らかに
している    )｡ 消防の日勤事務職員はこの報告の前者に
該当し､ 考察の冒頭に述べた消防職員 (総数) は後者に
該当しており､ 島津らの報告と一致する結果が得られた｡






と ｢問題放置｣ の間に有意な正の相関がみられ､ 重回帰








指摘されている｡ 例えば､ 横山ら (    ) や田尾ら
(    ) は､ 回避型 (｢問題放置｣ と同義) のコーピング
がバーンアウト (       ) や抑うつ状態といったスト
レス反応とは正の相関関係にあり､ ストレス反応の促進












て有意となった ｢問題解決｣ と ｢問題放置｣ の つの相
対する因子に注目し､ その下位尺度得点の高低により 
つのコーピングパターンを設定しての分析を試みた｡








































みられ､ 重回帰分析より､ ｢質的負荷｣ が心理的ストレ
ス反応に最も有意に影響を与えていることが示された｡
さらに､ 職場ストレッサーの ｢質的負荷｣ と ｢量的負荷｣
の つの因子による つのカテゴリー間比較において､
職場ストレッサーの状況により用いるコーピングの程度
が異なり､ 仕事の ｢量的負荷｣ の程度に関係なく ｢質的
負荷｣ の程度が高いと､ 心理的ストレス反応を高めると
考えられる ｢問題放置｣ のコーピングを多用しているこ






















１. 消防職員は､ 仕事の ｢質的負荷｣ を強く受け､ その
職場ストレッサーに対して ｢問題放置｣ によるコーピ
ングを多用している｡ そして､ その結果として､ ｢緊
張感｣ や ｢疲労感｣ という心理的ストレス反応を強く
自覚しており､ 職場不適応の予備的段階にあることが
推測された｡
２.   歳代の消防職員は､ ｢質的負荷｣､ ｢量的負荷｣ の
両者によるストレス刺激を強く受け､ ｢疲労感｣ や
｢緊張感｣､ ｢憂うつ感｣ を強く自覚しており､ 職場不
適応の初期的段階にあることが推測された｡
３. 仕事の ｢質的負荷｣ によるストレッサーを強く受け
ている消防職員 (総数) が､ 回避的な行動や認知によ
るコーピング方略を多用しているのに対して､ 日勤事

















６. 仕事の ｢質的負荷｣ が心理的ストレス反応に最も影
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